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校長 西村 彰高 

２月の言葉から 

晩秋に，生徒会の美化委員会の皆さんとプランターに植えたサクラ

ソウやデージーの花が，この厳冬の中，太陽の光を浴びて咲き始めま

した。毎年のことながら，植物の体内に秘められた力に驚きとともに

たくましさや季節感を狂わさない素晴らしさを感じます。 

日頃より，保護者や地域の皆様には学校教育にご理解とご協力をい

ただき，感謝申し上げます。生徒たちの頑張りによって，学校内は落

ち着いた雰囲気に満ち，学習面でも生活面でも良い結果が見られます。 

また，２月２日から３日間，朝から放課後まで自由参観という形で実施いたしました。お忙しい中，時間を

割いて来校いただきました保護者の皆様には併せて御礼申し上げます。 

さて，今月の言葉に「雨垂れ石を穿つ」という言葉を選びました。 

「雨垂れ」というのは，屋根や軒先からぽたぽたと落ちる雨のしずくのことです。また，「石を穿つ」とは

「石に穴をあける」という意味になります。つまり，屋根から落ちる雨垂れが長い間ずっと同じところに落ち

続けると，硬い石であっても穴をあけてしまうということから，小さな力でも根気よく努力を重ねれば，いつ

かは大きな成果が得られるということを表したことわざです。 

目標や夢に向かって，その実現に向けて日々こつこつと努力することを大切にしてほしいと願い，この言葉

を正門前北側に掲示しています。 

親と子が共に育む「下京つながりフェスタ」のお知らせ 

下京区では，子育てを通して親も子もつながりを広げようということをねらい，イベントを企画されました。

それが，下京子育てつながろう実行委員会主催の第 1 回親と子が共に育む「下京つながりフェスタ」です。現

在，細部にわたって計画並びに準備中ですが，開催日時や内容については概ね下枠のとおりです。 

その中で，七条中学校の生徒会とハンドメイク部の皆さんが「遊びのコーナー」を任されることになりまし

た。ハンドメイク部の皆さんは「輪投げ」を担当します。只今，輪投げの輪や輪が入る棒を制作してくれてい

ます。また，生徒会役員の皆さんは「はてなボックス」という遊びを担当します。 

 中学生が外部の団体とともにイベントのスタッフとして主体的に加わるということは，これまでにない取組

と言えます。うまくできるかどうかはあまり意識せずに，一緒に楽しめたらいいなと思います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

親と子が共に育む「下京フェスタ」 

 日 時  平成 27 年２月 28日(土)  10 時から 15時まで 

 場 所  下京青少年活動センター 

 内 容  ＜午前の部＞ 

       10:00～ 開会式 

       10:20～ ステージ発表（七条小学校和太鼓クラブ他２つのグループが出演） 

       10:30～ 各コーナー開始 

           ・遊びのコーナー……七条中学校が担当します＜後片付けを含めて 13 時まで＞ 

           ・お茶席…………下京中学校が担当します 

           ・「着もちの輪（古着の交換会）ほか 

      ＜午後の部＞ 

       13:30～ 「どらりん劇団の子育てＪＯＹトーク」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

学校だより６号でもお知らせ

しておりましたとおり，下京区

役所発行の市民しんぶん「下京

のひびき１月 15 号」に七条中学

校関連の記事が２つ，掲載され

ました。 

 すでにご存じのこととは存じ

ますが，嬉しいニュースですの

で，ここに掲載いたしました。 

生徒会掲示板から 

 

 

 

 

 

 

 

今月は掃除をがんばろう！服装

を正そう！というテーマで，生徒会

は取り組んでいます。    

１月 23 日に下京区と南区の生徒

会役員の交流会が七条中学校であ

りました。本校の生徒会が司会を務

めています。そこで，それぞれの学

校で「誇れる学校にしよう」を合言

葉に取り組んで，夏休みに再び交流

しようということになりました。 


